
公共交通利用促進キャンペーンの展開について 令和６年９月17日
みらい企画創造部

使
日常の足（通勤、通学など）や観光で鉄道を
使ってもらう

① やまがた鉄道沿線活性化助成金による鉄道沿線活性化の新たな
取組への支援

・駅前でのイベントの開催や子どもたちの鉄道を使った遠足・社
会科見学の実施等に対する支援。

② 公共交通機関利用の推奨

・チラシ（別紙２）を活用した通勤時や出張時の公共交通機関利
用の呼びかけと公共交通の利用実態等に係るアンケートの実施。

知
鉄道を利用するメリットや利便性を
知ってもらう

① ポータルサイトの開設（令和６年度中）

・県内公共交通・鉄道沿線活性化の総合的な情報をわかりやすく提供するポー
タルサイトを制作。

② 他部局とのコラボによる情報発信

・他部局と連携し、SNS（Instagram、Ｘ、Facebook等）を活用した効果的な情
報発信を実施。

例：鉄道による通勤・通学を呼びかける場合、鉄道が環境にやさしいという特
性があることから、環境エネルギー部と連携して情報を発信する

③ その他の広報・啓発活動

・東北芸術工科大学の学生がデザインしたロゴマークを活用した広報や、公共
交通の利用を促すポスターを県及び市町村の施設や駅等に掲示。

広く県⺠に公共交通のメリットや利便性を実感してもらい、公共交通の利用を促す「公共交通利用促進
キャンペーン」を展開。（令和６年度は【鉄道】に焦点を絞っての実施）

考
鉄道に興味・関心を持ち、利用について
考えてもらう

①「公共交通利用強化月間イベント」の実施（令和６年10月）

・ 10月（鉄道の日：10月14日）を公共交通利用強化月間に設定し、
期間中に実施される鉄道事業者（JR、山形鉄道）や沿線市町村の
イベントを「公共交通利用強化月間イベント」に位置付ける。

・鉄道利用による参加を促すため、「公共交通利用強月間イベン
ト」を対象とした「デジタルスタンプラリー」を実施。
（チラシ：別紙１）



別紙１



(注)7月25日に発生した大雨の影響に

より、11月に開催が延期

(スタンプラリーの対象外となった)



・ 車の運転中にはゆっくり

見られなかった景色で

気分もリフレッシュ！
・ 地図アプリ等に目的地

を入力！ルートが即分かる！

意外と便利！
・ バス料金の支払いは、「チェリカ」、

「Suica」で簡単、便利！

出張やプライベートでも
公共交通機関をお試しあれ！！

乗って守ろう！公共交通

・ コロナ禍で利用者数が大きく減った公共

交通機関を率先して利用しましょう！

・ 利用増で便数も増加 !? もっと便利に!?

・ 車通勤から電車やバスに切り替えると、

CO2排出量が電車で約1/7

バスで約1/2に！

環境にやさしい！

・ 周辺道路や駐車場の

渋滞緩和でさらにCO2削減！

いつもは車通勤のそこのあなた！
列車やバスで通勤してみませんか！

・ 整理券、小銭要らずで

乗降時間短縮！

時差出勤を有効活用！

・ 時差出勤制度を使えば、通勤ラッシュ

を避けて、ゆったり

座れてストレスフリー

※時差出勤制度については

勤務先にてご確認ください

・ 飲み会当日も翌日も

公共交通機関で通勤

して安全・安心！

・ 飲み会は、公共交通機関でGO！

飲み会 で地域もにぎわう！

運転時間を自分時間に!

・ 読書したり、勉強したり、仮眠したり・・・

自由な時間ができます！

やまがた鉄道沿線活性化プロジェクト推進協議会（山形県総合交通政策課）
カーボンニュートラルやまがた推進本部（山形県環境企画課）

最近はガソリン代が

高いし、公共交通機関

使ってみようかな

別 紙 ２


